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議議在宅高齢者の揖畿に停う牛乳摂取量の

縦街変化およびその関連襲臨

主在京都老人総合研究所地域保健脅s門 熊谷 修

副所長柴田 博

国民栄獲量君愛足立絡によるた、カルシウム摂取量は、会殺事義務重要幾を議室たしていない唯一の

栄養素である。牛乳・翠L重苦品iまカルシウム摂取に章受も寄与する重量ふ鮮であり、牛乳・乳製

品摂取の普及とその後通きは急務である。本研究の怠約iま、後考案3笠芸名語審齢者~対象iこ栄養素

ならびに食品綴液状況会議事事務査し地域高齢者の栄養素摂取の加費告に伴う縦断変化を分析

することにある。また、書道官事者の栄養素摂取状況の動向惑を把握華するためコホート差も観察

する。本研究では、特に牛事L.乳製品とカルシウム領政援の加齢君主化に注目する。骨折予

防など高齢者の食住総に介入する際、牛乳・乳製品およびカルシウム摂取のコホート差や

加齢変化を見極めておくことの殺遺書は緩めて大きい。本研究デザインによる先行研究は、

アj リカ国立君主化研究所 (NIA)やスウヱ…デンのおtheゆrug Longitudinal Study にみ

られる Z 由。さらに、本研究では牛乳・零i綴品の疑義苦変化に爽巡するうライフスタイル姿特

定し、これらの食品携の絞殺の告普及に主寄与する要因を務確にする。't零L.事L製品普及のた

めの介入プログラムを立楽する援護、手if詩なデータとなる。

E対象と方法】

1) 1991年コホートの栄養摂取状況の潟跡調変

i息跡対象は、 1991年 8月に東京線小金井市在住の65-84歳までの俊民より 10%ランダム

サンプリングされた集院の65-79露誌のやから無作為抽出され、連続 3日闘の繍め緩急医接

飽き絞り法で栄養~W査をした努数72冬、女空主総名、計161 名である(J告書j&手コホート:ベ

ースライン議，盗)0 造語審議室霊iま、 5年後の泌総長手?汚からき月にかけて行われたa 栄華襲緩

ま菱iま、ベースライン議査とi習擦の方さまで行われた。記録内容の確認は、 18ごとに鈴関し

行われ、 5建物大のフードモデルや等認などそ使用し熟練した栄養士iこより行われた。栄養

索摂取畿の算出は、 4言7食品成分遂によった。

2) 1996年コホートの栄養調査

本露関還ま対象は、 65-69歳の小金井市シルパ…人事H ンター登録者、男性20名、女役19:8
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である(l鈎6il'コホ}ト〕。栄養調変15関する茅官官説明は十分に行われた。栄養鶏家法な

らびに主主養紫摂取ま誌の委事前は1991年コホートのi室跡綴査と照毛筆の方f去によった。

3) 1991:1'手コホートの本土会・人口学的姿溺ならびにライフスタイルの総合健緩繍査

1991年コホートとして栄養鶏交に参加した男役72名、女性89名、計161名に立すしてベー

スライン認畿ならびに追跡調議長時をこ総合幾康鶏ままを行った。調ま託法iま、留め霞~il'ii援総き

取り去まである。

食品および栄養紫により縦断変化。J方向やその変化3設が主要なることが予奇襲されたため、

本研究では、各食品エネルギー摂取遼の総エネルギー主臣殿震に対する比の変化iこも着闘し

fこ。

4ニ乳主義高買の奪還断変化iこ関連する要lZ5lの分析は、多重oジスティック回帰分析法を採用し

た。従緩変数i立、牛乳摂取ょにネルギ}よとの 5年簡の低下の有然とした。牛乳綴取エネル

ギーよ七の低下をし牛乳採取エネルギ一兆の不変および増加を 9とした。数立変委主は、

ライフスタイ jレ要腐として飲瀦習'綴(1:あり 2:なし)、喫煙潔領(1:なし 2:あり)、ス

ポーツ習儀礼:なし とあり}、減堤習慣(じなし 2:あり〉、客観ききな盤整主義務襟として治

療ゅの病気の宥無(宥:1 無:2)、社会・人工学的要録として校(男性:1 女性:2)、年齢、

学経(低:1 高:2)を政与上げた。

E結果1

表 1に、ベースライン時め19911f.コホ←トとl鈴8若手のごゴホートの後・骨三覇者の分布令示し

た。 1991年コホートの70%以上i立、発女とも74歳以下の者マ構成された。

表21こ、 1991年コホートの滋跡毅変時の転鎗号告示した。 1991年言語交参加殺のうち、男性

69.4耳、女性70.8血が追跡調変tこ参加したロ一方、男性の25.0革、女性の13.5誌は、死亡

あるいは入院、入所ゆなどでi皇務言周遊が不自主であった。

表 3-1.2. 31こ、 1991年コホ…トの栄養液摂取涯の5年間の変化をぶした。 19例年コホー

トのベースライン時の平均年齢iま、男役71.1縁、女性70.6歳であった。会体では、 5年閣

に約1∞kcalの手52まな主主滋エネルギー量の減少が認められた。 3量妨摂取還は、全体で縫物

性、動物性ともに符意に減少した。たんぱく質摂取震まには有意な変化は>tられなかったα

カルシウム援を取畿は、 5号女で増加していたが有意ではなかった。

ま長4-1，2.31こ、 19事i年こ'*-トの食品書李総摂取長め5:1'手織の変化をぶした。牛乳の摂取

幾は男役で25盗容富士創設していたが衛意ではなかった。女性では、ベ…スライン時が191.3g、
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5ま手f炎治安191.6gとほぼ雨水準の摂取量であった。肉類摂取量をは、 3警官主では会謀総、女伎で

は減少しでおり女性じおける滋化は有意であった。!大豆製品さこ緑爽色野菜採毒蚤;ふぎ託手事

τ?海軍安え長会議泌が緩められた、守主義務事寝耳皇室iま、z女径で手nまだ減少がみ多才tf.ニ。語毒事最終なeU;:

じて綴耳立iされるき康幸控室主主主2警の主話芸皇室量iま女性で有意に議案少んていた。;ゐ ;、

表監5“1.2， 3に、 1991年コホート，0)69歳以下の群と1996年コホートのき長愛護著者高詩文畿の比較

を7I'じた。全体てまは、タトリウム摂取還を除き四%年コホードのほうが語審f践を示した。た

んぱく驚絞殺畿のき震は手!u震であった。 1996年コボートの男女のカルシウム乎均値lふそれ

ぞれ633旬、 725mgであり、日本人栄養所主主還を満たしていた。 1996年コホートの体滋

lkg ~当たりのたんぱく童話採取裁は、さ主体'T: L 44gであった。

渓6-1.2，31と、 1991年コホ…トの69歳以下の若手と1996年コホートの食品群別摂取盤の比

較号告示した。 1996年コホ…トの女性の牛乳摂取最はZ30.9gであり、牛乳コップl杯の最後

上回っていた。 1991若手コホートより 1996年コホートの方が摂取量の多かった食品は、牛

乳、魚介類、肉類、大製品、車業淡色野菜、 i毎撃ならびにパンであった。

表7-1，2，3に1百91年コホ…トの従事さ食品若干の奴取エネルギー比の 5年間の変化を示した。

牛乳摂取エネルギー上tl立、 5誇芸てともに手守主主にt話加Lていた。男女合わせた全体の分析に

おいて、主襲物および機物性泌紛エネル~-上主カ苦手nまに低下していた。表以こ1991王手コホー

トの追跡鍛査ができた113名のペ…スライン時の守士会省人口学的姿尽ならびにライフス

タイ Jむの分布を示した。 5若手関に牛乳主義攻エネルギーよ己主£低下したものの害j会は、全体

で40.7%であった。老若売まえ滋霊訪童話カj警護襲の王子会均得点;は男女ともに12点以上の鐙を示し言語

次の生活機能の密立運をの主主望書ばおかった。欽i綴苦言f震のある革まの言語会i土、全体の31.3%で

るった。減主筆習慣のある者は災殺の82.0%、女性の79;0%にみられた。全体の64.3%は

治療中の病気を有していた。言受9~こ多3窓口ジスティック関線分析結果として牛乳摂取エ

ネルギーよじの低下の有主義に対する各華客劉のオッズ比を示した。モデル適合度を示すモデ

ルピf査は有意水準に途していた。ベースラインの牛乳摂取エネルギ}比のオツズは、1.35 

であり有意であった。「喫;爆資'憶がないことj、「スポいツ習慣があること」、「減塩習慣

があることj、[学歴が高いことj、「女悦であることJが5年間の牛乳摂取エネルギー比

の低下を抑制Lており、滅塩習慣のオッボ比は0.22と有縁マあった。

r 
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E考察1

地縁集箆を対象iこ行っ?と横断的な栄重量言語査成績を年齢階級荷で比較し、認められた栄議

案あるいは食品摂取援の差を主語録変化とみなす分析方法があるお国民栄苦難調査室主主義iま肉類

や油E君主義の摂取量は明らかに中年j溺より湾総溜で少ないことを示している。 r年をとると

肉や治は摂らなくなるjという認畿は、このような分析法から生まれるロしかし、この変

化は棄のお滋変化とは言えない。栄養綴双状況は、銀銭意識、施策、食事専の需給および経

済状況などその時代努3去により大きく彩郷dれる。 40績と60車誌の聖母童話摂取3最後比較したと

き60綾の人母)40員長の時の援を建立量は現夜の総裁より少なかったことが考えられる。加盟告変化

を評{演するには縦断研究(Longitudina1study)を滋iまなければならない。横断研究

(Cross悶 sectio沼 1study)は、縦断研究で得られる総泉にt主主主コホートの霊霊安加算してみ

ることになる。 Shibataら却は、長。麓aneiStudyにおいて、 70歳の滋波高齢者のコホ←ト

の動物燃食品の叙取頻度会10年間追跡観察している。肉類ぞ 26に 1liil以上摂書記する群lま

加齢iこ惨い段階的iこ泌総していた。この変化は、近年しだいに動物性会ぷぞ豊富に主要取す

る傾向にあるとする雲寺代の影響を受けていると縫重要で~J.'，o 縦断続究で得られる加齢変化

には鈴代の影響(Periodeffect) が加算される。縦厳重野究寸~1íの加齢変化を分析するとき

鈴代の影響響も評{援する必要がある。時代の影事警の霊平舗は、機断続究や縦断研究では勺きな

いため、 I港線幾研究(Time-lagstudy)が必要蓄となる。題u毛栄養説家のような主主点観滅iま、

時代の影響を線級するのに君主要である。本研究では、加齢に伴う栄養綴取量の変化を見緩

めるため高室事者安縦断観察し、加齢変化への時代の影響事も考察した。さらに、高官告革まの主主

要量祭液状況の動向を銀銭するためコホート3量殺観察した。

1.1主主義ならびに栄獲豪華籍取最の縦断変化

本研究対象の5年間の食品摂取畿の縦断変化で、全体として大製品ならびに緑貧色野

菜類は有意に滋加し、牛乳も有意水準には途しないもののま弱加していた。一方、他の食品

は潟水準あるいは減少傾向を示し、魚介類、果物および植物性被般の減少は有芳、であった。

牛乳は、 5毒性で、 155.9から182.7gへと火きく増加し、女性では1919の水準で一定に猿

移した。したがって、会体における牛乳摂取畿の増加は、おもに5母性の摂取殺増加による

と緩まをできる。栄養素綴取;畿の縫磁波イヒでは、エネルギー摂取量、脂肪および務質が有縁

に減少した。総たんぱく号室摂取量はわずかな減少にとどま与有意ではなかった。体議あた

ちのたんぱく質摂取幾も同様に大きな減少は認められなかった。カルシウム摂取量i土、有
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意ではないもののま護主きしてお号、牛乳主要耳支援の綴織変化の場合と関様L男性の増泌蚤が女

伎のそれより大きかった。

2，食品ならびに主投書集紫摂取量のコホート差

食品ならびに5従事喜楽摂取量のコホート差を観察するため、 1991年コホートの69歳以下の

群と同様の年齢j溺で機Z記された1996年コホートの食品と栄著書紫綬取議の比較をした。その

結果、食品では、ミおこ互主3震を構成する牛乳、魚介薬草、肉類、大主主製品、豪華黄色野菜類なら

びに海懇の摂取重量が1996若手コホートのほうが多かった。楽祭3軽絞殺議ではナトザウムを徐

き1996年コホ…トのほうが書道い数鐙を示した。このこどは、総齢者に喜遣しではより最近の

集留ほど、栄養楽祭耳覚書誌の71<慾が向上しており良好なき控幾状態にあることを示している。

3，食品ならびに栄幾予持者IU'Zi誌の縦断変化への時代の影響の書判断

高度成長期の昭和40年代から50年代前半にかけわが国の栄議紫綬波状況が大きく変化し

た。このような時代背録マは、加種事変化を時代の影著書が大浅く E費負号した唱。 時代による変

化が大きいとき常にぎ震後主義絞殺の会話機変化におよiます湾代の影響警が見緩められなければな

らない。富良栄養譲登主主義震によれば近年、縁繋色妻子菜類と牛乳・乳製おi主主防長綴!句にあ号、

イ也の主要食品はほぼ潟水2撃で議室移している。栄養素摂取量に関しても大きな変化はみられ

ない。本研究において、縦断的に減少した食品と栄養素は、草寺代の影響を加味しでも加齢

変化により摂取量が減少したのかもしれない。本研究の調査集団は、都市郊の食生活の特

徴をもっ対象である。都市音11の言語齢潟は幾村部より高頻度に肉類や油脂書簡を終取する。こ

れらの摂取頻度のより低い集聞では、時代の影響を受け摂取量は精力Rするかもしれない。

特性の異なる地域の比較研究も必援である。

カルシウムや牛乳摂取蚤が婚主11したのは、雲寺代の影善悪によるかもしれない。火後より摂

取祭の{齢、男性で増加登は大きかった。絞殺71<~撲のfß;い震が、雲寺代の影警警4をま議く感受した

といえる。ま子ましい食生活を害毒機的に絞り込もうとするライフスタイルは務総務に終徴的

である。

修学しの叙1反公普及させるためのさま t!淡なプログラムが効果をあげてきたといえ時代効

占拠のひとつである。国民栄養調査成績によるたカルシウムは所要量に迭しない~龍一の栄養

液である。摂取量の低い層を特定し効果的奴官普及プログラムにより国民全体のカルシウム

摂取水燃の向上が見込めるかもしれない。や事u爽耳誌の縦断変化に関連するライフスタイル
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と校会人口学的議定図を特定し摂取の普及iこ有効な介入プログラムを玉工芸撃する必要があるお

4.牛乳絞殺エネルギ…上ちの縦断変化ならびにその関漆薬密

本研究の追跡対象では、総エネルギー主籍取f置の有意な減少が認められた。さらに、然々

の食品書草や栄養紫綬耳記録で異なる縦断変化か緩めるるれた。したがって、食品あるいは栄幾

索摂取鐙の議葉桜変化を綴葬祭し分析する際、摂取量の絶対優の変化に加え、各食品や栄養素

摂取驚くあるいは摂取ヱネル本一最)を総エネルギー絞殺畿で謁獲しその変化を解析する

こともま震安である。食事の質の変化も評価しようとする拠点である。本石耳爽では、各食品

エネルギー祭賞見最が総エネルギー摂J&援にしめる割合の変化に潜闘したσ

食品および栄華毒素摂取の縦断変化を分析した本研究の追跡対象では、総エネルギー摂取

;蚤が卒事裁に減少する一方で、牛乳摂取量が労君主では有意に機意告し、女校では潟水準で緩持

されていた。男女ともにまき薬として牛乳主要取エネルギー比は荷主撃に地おした。食事におけ

る牛乳の比重宝が主義おしたこみぞ示している。牛乳はすぐれた栄遺書豪華足免疫有している。牛乳

O1普及プログラムは、カルシウムやたんぱく資など高齢者の身体に重要な栄養素の摂取に

好影響を与え、食事の笈の改善tこ努与していることが主主察できる。

多重ロジスティック図徽分析の結果、牛乳摂取エネルギー比の低下が、ライフスタイル

望書閃として F焚燦しないことj、 「スポーツ安穏慣的に行うことJ、ならびに「滅境安心

締げることJにより級建議される傾向が示された。議案君主管慣は符;滋な関係をぶした。喜善農舎者

の健康の維持機遂に等主宰する保健行動後数遂することで、牛乳主要政エネルギー上もの低下を

そ予防できるかもしれない。糸乱の摂取警僚を務及させる介入プログラムには、牛乳燦耳立に

関する内務に加え、さまざまな係者霊行動の推進を匁合させることも有効かもしれない。

ベースラインの牛乳摂取エネルギーの湾いことは牛乳摂取エネルギー比の低下そ有意に

似滋していた。これは、べ…スラインのや紙摂取エネルギー比が高鐙ずよほど平均へ館長善(

re露E告ssionto the罰ean)する機君事が高まることによると考える。

本研究セ分析した高齢務の老研式総務総力宿主撃の平均点i主、 5懇1どともに12，1夜、以上を示し

た。先行研究品川で示された悶年齢層の地域在宅高襲事務のそれより潟い水準であったe 本

研究でf寄られたま毒薬i立高次のE主主主義豊能の自立Ilの高い高齢者でみられる知見かものしれな

い。地域溺縁者の代表後の通うるサンプルでの追試研究が必望書であり、本研究主主泉の普遍役

後検護Eする必要患がある。
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表 1991年コホートと 1草書8年 3 ホート的性・年童書分布

1991年コホート 殺害岳写コホート

年齢

男性 女役

65- 27 (37.5) 37 (41.6) 

70 28(38.9) 30(33剛 7)

75- 16 (22.2) 21 (23‘6) 

量号ー 1(1.4) 10.1) 

計 720骨O.告) 8900号.0)

男性 女性

20(100.0) 19000.0) 

。。

o 0 

8 吉

20000.0) 19(1OO.0) 

人数{蕗〕

表 2 1991停泊ホート由追跡調査時自転帰

転機 男性 女性

追跡覇軍要量務総 50 (早宮.4)

入総・入罪詩 5 (6.9) 

死亡 書(12.5)

事埼然のため郷軍撃不能 4 (5幽 6)

f距を野 3 (4.2) 

主義翼調不夜 I 0.4) 

重f 72000.容〉

人霊堂{莞}

-54合一

63(70.8) 

}
 

i
 

1
 

{
 

1
 

3 (3. 4) 

自 (9.0)

14(15.7) 

。(0.0)

軍事(1吾容.0)



表3-1 1991年コホー!ドのベースライシと 5年後の栄養素摂取量の変化(全体)

栄養素 ベスライy 5年後 守有意差

平均年齢(歳) 70. 8 :!: 4. 4 76. 1土 4.5

エ*~ギ-(kcal) 1810 :!: 373 1693:!: 359 *** 

Mぽ(質 (g) 71.1 :!:15.6 69. 5:!: 16.9 

(動物性) 37.8 :!:12.0 35.2:!:12.8 * 

{植物性) 33.2 :!: 7.0 34.3:!: 8.0 

脂肪 (g) 54.2 :!: 15. 8 48.0:!:15.9 *** 

{動物性) 26.0 :!: 10.0 23. 2:!: 10. 1 ** 

(植物性) 28.2 :!: 10.4 24.8:!: 9.4 ** 

糖質 (g) 248. 1 :!: 56.3 237.6:!: 49. 7 * 

繊維 (g) 4. 6 :!: 1. 5 4.6:!: 1.8 

力，~シウム (mg) 626 :!: 224 653:!: 244 

鉄 (mg) 10. 3 :!: 2. 6 10. 2:!: 2. 9 

ナトリウム(mg) 4497:!:1153 4323:!: 1331 

ピヲミ ~A (! U) 2447 :!: 1295 2760:!: 1859 

砂ミ:ノs，(mg) 1.08 :!:0.45 1. 01:!: 0.35 

ピヲミソs，(mg) 1. 37 :!: O. 38 1. 39:!: O. 44 

ピヲミ ~C (mg) 113 :!: 50 120:!: 57 

材、ルギー/体重kg(kcal) 35 :!: B 33 :!: 7 ** 

tん旺(質/体重kg(g) 1. 36 :!: O. 33 1. 34:1: O. 33 

*<0.05， ** p<O.OI，料*p<O.OO1. paired t-testによる。平均値±標準偏差
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ま長3ω2¥991年コホードのベ スラインと 5'年後の栄養素摂取援の変化(!'J'l倣)

3殺築業 ベーZライッ 5年後 準n窓

平均年毒事{歳) 干し 1土 仁 3 16. 1士 4.6

ヱネ長ギベ主caI) iき54土 326 1804土 35告 *意

ふぜ〈震は} 73.書士 14.7 11. 7土1弘幸

{勤務後} 38.8土 12.4 3告.2土13需 2

{緩す埋設} 35.2土 6. 1 35.6土仏語

B旨紡 (g) 56.4 土 15.5 50.9土15.4 ， * 

{動物性〕 27.6土 10.1 24.3土1仏4

{続物性} 28.9土¥0.4 2品.5土事.0

糖質 (g) 267.8 士 52.9 251. 7土48.0 * 
繊維は) 4. 5士 1.4 4.4土1.7

カ品シウム(mg) 594 土 217 634士 245

鉄 (mg) 10.5士 2恥 5 ¥0.6土 3.0

ナトリウム(mg) 4691士 929 4380士1184

ピヲミ ~A (] U) 2363士 1224 2739士1646

びさジ喜d密室} し10土 0.39 1. 01土0.31

。ミ;lB，(務室} 1. 36土 0.39 1.41士0.48

びミ:;C(滋草} 104 土 42 117士 62 

ヱネ舎や/体重kg(主caI) 35土 ? 33土 7 ** 
以ぜ〈聖堂/徐3霊k草{草} 1. 33士仏 30 し31:t0.35

傘 p<O.05. 料 p<O.O¥，料*評くO.ω1. pai red t-testによる。平均鐙土標準緩愛
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表 3-31991年コホー卜のベースラインと 5年後の栄養素摂取量の変化(女性)

栄養素 ベ1ライソ 5年後 有意差

平均年齢(歳) 70. 6 :t 4. 5 76.0:t 4.5 

エネルギ】(kcat) 1696 :t 371 1605:t 339 * 
品百{質 (g) 68.8 :t16.0 67.8:t16.8 

(動物性) 37.1 :tl1.8 34.5:t12.5 

(植物性) 3し8:t 7.4 33.3:t 7.8 

脂肪 (g) 52.4 :t16.0 45.7:t 16.0 ** 
(動物性) 24. 7 :t 9. 8 22.4:t 9.9 * 
(植物性) 27.7 :t 10.6 23.4:t 9.5 * 

糖質 (g) 232.5 :t 54. 4 226.4:t 48. 6 

繊維 (g) 4.7 :t 1. 7 4.7:t 1.9 

力ルシウム(mg) 652 :t 228 669:t 245 

鉄 (mg) 10. 1 :t 2. 7 10.0士 2.9

ナトリウム(佃g) 4339 :t 1290 4279士1445

e~ ミ ~A (J U) 2514 :t 1355 2777:t 2025 

白ミソBd佃g) し06:t o. 50 0.96:t0.34 

e~ ， ~B ，(佃 g) 1. 40 :t O. 38 1. 37士0.42

e~ ミ ~C (mg) 120 :t 55 122 :t 55 

エ料ギ-/体重kg(k国 1) 34 :t B 33 :t 7 * 
品以質/体重kg(g) 1. 39士0.36 1. 38:t 0.38 

* p<0.05， ** p<O.OI， *** pく0.001. paired t-testによる。平均値±標準偏差
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議ト11991年コホート田ベースラインと 5&fi:検出食品群別摂取量白縦断変化(金体〉

食 品 ぺ4 スライν 百年後 有意差

牛 乳 176. 1 :f: 138.9 187.7 :f: 131.3 

壁書類 40.2 :f: 22.5 39. 7 会 25.7

魚介護霊 87.6 こと 41.6 7乱 1土 42.0 羽旨

向主義 48.0 乞室哲.3 42.2 と 32.0

大主主緩急 57.5 ま 36.7 71. 9 士 59.3

毒事紫色野菜 111. 9 :1: 66. 7 13し 8 ゑ 75.1 傘

そ邸機野菜 136. 1土 71.7 122.7 土 72.1 F依

海草喜重量 30.8 :1: 29. 8 30.草食 36.9

いも重量 42.6 会 31.9 43.1 :1: 49.3 

築物 185.2 土 127.7 12私自土 100.1 *>・$

め L 270.2 土 114.2 265.0 ごと 116.0 

d ン 41.3 :1: 31.7 40. 8 :1: 30. 3 

織物性池E旨 16~ 2 :::!: 9.0 13. 1会 9.3 理k

動物性f曲目旨 1.7 :1: 2.9 1. 2 :1: 2.0 

*狽〈告.05. 材 p<O.OI. *.* p<O.OOし問iredト test.-=.よるの平均量産土標準緩重量 (g)

事艶ト2 1991部 コ ホ ー ト 由 ベ ー ス ラ イ ンと 5年後出食lfi，草事務機理主3量的量産飯事変化〈努後}

重量ぷ ペスライン 5年後 荷量睦発

牛乳 156.9 土 120.I 182.7 会 142.0 

卵聖書 43.0 士 25.0 43.2 :f: 25. 6 

魚介鎖 94. 3士 46.0 76. 1土 38.9

肉類 48.6 土 28.3 53.1 士 35.0

大王互理蝿品 49.8 :1: 32. 9 68.9土 49.8 .. 
綿貫費税郷軍駐 106.3 土 66.4 128.9 :f: 84.1 

そ田他聖子軍事 131. 2 士 73.4 120.6 土 64.7

滋望書実費 29.2 士 28.5 27.3 土 27.6

いも重量 43.7 土 34.4 42.自主 48.4

薬 物 ISI. 4 :1: 101.5 125. S 土 117.3 

めし 320.5 念 129.3 288.0 土 126.3

Jぐ 2〆 47. 1念 31. 1 48.7 土 34.9

援物聖主総務 16.3 た 9.2 14. 7土 9.5 

動物慾泌総 し9 こ乞 3.2 L 3 ::t 2.1 

傘 p<O.05. 判 p<日‘ 01. 料*p<O.OOI. 仰げedト testによる。平均健全機構世話毅怜)

-544-



揖←3 1991年コホートのベースラインと 5 部後借金品群jJ~摂取愛国縦断書定化{女後〉

重量EL ペースライγ

£きユ摂，

Hヲ委員

魚介類

肉綴

大豆劃品

緑黄色野菜

そ岳地野菜

掘離感

いも懸

拠物

めし

，d'.;.〆

犠 物4重油施

要堅持勢?主Id!H量

191. 3 土 15し 4

3B. 1 :!: 20.0 

B2.:3 :!: 37.3 

44.0 :t. 30.2 

&3.5 土 38.7 

1l巷.4 土 67.0 

14 O. 1 全 70.8 

32怯 1土 31.0 

-41.7 土 30.0 

204.。土 139.8

230.3 士 81.8 

36温 6 土 26.0 

16. 1ま 8.9 

し s 土全 2.6 

5年桂

19し s 土 134.4 

36.9 ::t 25.7 

7札 T 士 44.5 

33.0 土 26.2 *司監

74.4 士 66.2

133.8 ゑ 67.6

124. 3 士 78舎 g

33柑 7 ニt: 43.0 

44. 1 :t 50. 4 

125.9 念 85.2 増隊司院司区

2HI~ 7 :t 104.6 

34.5 を 24.6

11. 9 二た 8.9 事事

1. 0 会 2.0 

象1'<0.05. 時 p<仏剖.川家 p<O.001 .同げed ト比討による a 平均健全療構綴幾何〉

議ト165叩 69煉の1991坪士コート〈ぺ…ス刊ン時〉と 1996革主コホ…卜の栄華聾紫摂取量の比較〈食休〉

栄整素 1991'卑 (n=64) 1996年 (n=39) 有意皇豊

年齢〈競〉 阜6.7 土1.3 67.章式 1.3 

エネ身4'-(kcaJ) 1畠17 士 320 1872 土 360 

たんIl(賛(..) 70. 6 ;t 14. 5 77. 3 ;t 19. 0 本

く動物性〉 37. 6 土 12.I 4し8 土 14.7

〈植物性〉 33.0 土 ι5 36. 7 ;t 8.8 

}}日Z方(g) 55恥 iニt15. 6 51.9 ;t 17.4 

〈動物性〉 25‘7 ヱヒ 10.8 27.1 会 8. 8 

〈織物世主〉 29. 3 土 10.2 30. 1 コr I乱立

糠室電〈ジ 245.5 :乞47.4 241. 3 土 47.5

事制主(g) 4.4 さ 1.5 4.2 ::!: 1.4 

カJいノウム(mg) 622 土 223 678 ;t 254 

護法 (mg) 10. 2 ;t 2.5 11. 0 士 3. 1 

ナトリウム(mg) 4609 士 1198 4528 士 1341

ピタミシ̂ (】 U) 2475 士 142日 3096 士 2444

ピタミ討会 I(rng) 1. 08土仏 49 1. 10 土 0.32

ゼタミ;ts.z(rng) 1.3車 工念仏 3器 1. 53支払 47

ゼタミγc(務忽〉 11苦土 58 126 土 61 

エ春闘-j体重意kg(k四 1) 34 ごと 7 35 土 s 
主ん111張費Ii本護主kg(g) 1. 34 ::t O. 32 1.44 土 0.43

本 μ0.05. t-tcst による。 平均傭土機撒倣空襲
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表5-265-69歳の1991年コート(ベスうわ時)と1996年コホートの栄養素摂取量の比較

(男性)

栄養素 1991年(n=27) 1996年(n=20) 有意差

年齢(歳) 66.7土 1.5 67.4:t 1. 3 

エネルギー(k叫) 1925 :t 270 1989:t 381 

1:んrH質(g) 73.0 :t 12.4 83. 1:t20. 1 

(動物性) 38. 8 :t 10. 6 46.6土16.6 

(植物性) 34.3 :t 5.7 36.6:t 8.3 

脂肪(g) 55. 0 :t 15. 2 58. 0:t20. 2 

(動物性) 26.2 :t 10.2 27.1:t 9.6 

(植物性) 28. 8 :t 9.5 30. 8:t 15.7 

糖質(g) 258.6 :t 47.3 250. O:t 53. 2 

繊維は) 4. 1 :t 1.3 4. 1:t 1. 5 

カI~ÿウム (mg) 551 :t 186 633:t 273 

鉄 (mg) 10. 1 :t 2.3 11. 5:t 3.3 

ナトリウム(田g) 4841 :t 987 5011:t 1359 

ピ9ミiA(IU) 2143 :t 1182 3297:t3138 

ビ~ ~ïB ， (冊目) 1. 02 :t 0.30 1. 04:t 0.22 

ピ9ミillz(冊目) 1. 32 :t O. 33 l.55:t0.53 

O~ïC (mg) 104 :t 47 112:t 59 

エtNギ】/体重kg(kcaI) 34 :t 6 35:t 10 

I:MH質/体重kg(g) 1. 30 :t O. 26 1. 46:t0. 48 

本 pく0.05. 十 testによる。 平均値±標準偏差
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表5-365-69歳の19宮i年コート("-};'j.M寺〉と1996年コホートの栄養雪量摂取援の比絞

〈女性〉

栄養素 1991年(n=37) 1996年(n=19) 有意笈

長手書告 〈主主〉 66.6土 1.2 66.喜:t1. 3 

エ*'"や(kc漁1) 1738土 333 1750土 229

1:ぷ!(霊童(g) 68.9士16.0 71. 2:t 16.。
〈動物性〉 36.8士13.1 36.5士10.6

〈後物性〉 32.1 土 ?布告 34.7:t 9.3 

脂肪(g) 55. 1二!:16. 1 57.8士14.5

〈動物性) 25.4 :t 11.3 28.5二t8. 1 

〈織物性〉 29.7士10.8 29.3:t10.3 

著書質〈喜〕 236. 0会45.8 232.3土40.0

繊鋼t(g) 4.6:t1.6 4.4士1.4

金舟シ手ι〈語g) 673土 236 725ニt229 

鉄(田g) 10.2ニ!:2.6 10.5土 2.8

m守ム〈田g) 4440 :t 131き 4020:t 1147 

~nï^ (lU) 2717土1556 2885:t 1460 

ぴミis，(期目) J.l2 :tO.59 L 14:t0. 40 

ピナiisz(臨g) 1. 44土0.37 1. 50士0.40

t~ ;iC (田g) 131士 63 139ごt 62 

材料ヅ体重E主事(kcal) 34ニt B 35士 ? 

I:hぷ質/イ本意kg(韮〉 1:36 :t0.37 1. 43士日量 37

本 p<O.05.t-t位叫によるo 平均綴:t標準緩幾
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表 ト11991 ~コホ」ト {ペーヌライン時) と l事弱体ニ3ホート時会主主君事務事震後ヨ匿容上主絞 〈全体〉

食 品 1991年 (0=64) 1996 達手作=39) 者意差

牛乳 171.0ま 139.5 1.9.8: 4土 134.4 

osn 40.0土 25.2 30. &土 18. 8 

魚介類 84. 1士 41.2 92.5 土 57.8 

肉類 48.8:t 32.3 56. !土 31. 9 

大豆草壁品 52.3求 38.2 67.0 土 38. ! 

縁 黄 色 野 菜 99.0 全 60‘。 12s. 4土 79.4 

そむ偽聖子書室 141. 4念 64.3 140. 1全 65.5 

t襲撃重量 31. 6土 3私書 35.9 土 29.3 

いも菱重 41.寺会 25.容 35.6 土 33.9 

薬物 171.6念 135.4 124.告 会 i号ι9

めし 27壱.4 :七 115.0 26ι 自 主 i号7.7

ノマン 39.4土 3しむ 42.9士 26.9 

植物性t車線 18. 1:t 札口 17.4 土 14.7 

動物性f由勝 1.8土 3.0 1. 2 :t 2，6 

* p<0.05， t-test による。 平均値±棟準偏差 (g) 

表 6-2 1991年コホ ト(べ時制作時)と 1996年コホード白食品群別摂取飯田比較 (g明快)

食品 1991会事 (n=27) 1996年 (n=20) 育連控霊長

牛乳 147.2土 121.2 167. S:t 134.7 

S書類 41.5 :t 25.8 29.7:t 30.告

魚介怒 参事.事 :t 41‘事 121. 1土 64.1 

Z持主義 4払?土 33.4 48.3土 31.6 

大主主事毒殺 39.富士 3む.2 69.1ま 41.1 * 
縁紫色聖子幾 87.9 土 55.4 107.5士容1.7

その他聖子殺 126.3 土 53.0 134.1土 59.6

1梅鷲事鎖 24.5 土 23.9 39.5土 29.3

いも鰯 43.7 士 25.4 34.3士 37.6

主艶物 127.8 土 103.7 105.0土 112.2

めし 320.9士 128.4 315.0:t1l6.2 

Jマン 38.2 土 34. 9 44. 5土 28.2

織物被泌総 17. 4土 7.9 19.5士 1B. 2 

動物 検 泌 総 1. 6 全 3. 1 1.5土 3.4 

家 pく0.05. t-凶 stによる" 平均量主土模様議選監 は}
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議6-319苦i空宇コホート ('I-J.うイy時}と i告書5年コホートの食品群ilij摂取i震の比較{女像}

食55 l幸吉i年初寸7) 1996年初=19) 脊3議室豊

牛乳 l幸弘 4土150.6 230.書士 129.6

卵聖書 38.9:!: 25. 2 31. 5士 16.6

魚介鎖 73.3士 38.1 62.3士 28.8

肉類 48.事士 32.0 64.3土 30.8

大E製品 61闘 5:!: 41.2 64.8:!: 34‘9 

綴量密室生野菜 107.3士 62.6 146.2士 73.8 業

その他聖子楽 152.4士 70.1 145.7士 72.4

話毒薬類 36.7士 34.1 32.2士 29.7 

いも警護 3事.0士 24.9 36.9士 30.6

3裂物 203.6士147.9 144.0土 95.4

めし 244.0士 93.0 211.3士 66.4

J、備、一/ 40.3土 28.2 41. 2:i: 26.3 

義室物性地目旨 18.5土 私書 15. 1土 9.9 

動物性泌ß~ 1.容士 3.0 0.8士 き.9 

* p<0.05. t-test による。 浮均値士銀講義偏差 {草}
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袋7-1 主婆食品群~5 苦手総~摂取ニにネルギー上主の変化{全体} 詩=113

一級号{



表7-2主要食品群の5年閣の摂取ぶネルギ…比の変化(lJ:l役) Nぉ50

食品群 ベ叫λ3イ= 5年後 事事滋豊監

牛乳 5.3 + 3'.5 6. 7 十 4.3 本

~~ ，3.5 十 2. 1 3.8 土 2.、1

魚介類 8.. 0 + 4.0 6. 2 戸主 '3.0 

肉類 5.8 + 3. 5 6. 1 土 3.7 

大.fi.草是認 3.6 + 2.3 5.6 十 3.9 きき

ま禁事費総妻子楽 1.5 土 1.0 2.0 主 1.2 

その後野菜 1.7 ート 1.0 1.7 ート 告.9

語審1聖護襲 号.1 ート 0.3 0.2 土 号.5 

~ 費護 1.8 ート 1.4 1.9 + 2.0 

築物翼翼 4. 1 + 2.9 3.6 十 3.3 

米 25.0 士 11.1 24雫 2 十 9.5 

パン類 6.3 + 4.9 7. 1 土 5. 1 

緩物性泌総 6.5 土 3.6 5.8 + 3.0 

動物役泌総 0.7 士 1.2 O. 6 土 0.9 

paired t-test * pく0.，05 U P<O.OI 単位:目
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奇襲7-3 主要食&喜季の5年間の妓滋エネルギー上主の事変化(女性} 詩=63

食品群 ベ欄王手.f) 5年後 有意釜

tド事も 7.5 + 4.9 8.5 :主 5.1 事

重罪 3.6 土 1.8 3.5 + 2鍵 4

魚介類 7.詰 二主 3.5' 7.7 :t 3.9 

肉類 5.5 m← 3.7 4盆 4 + 3. 6 

大E製品 5.4 ート 3. 5 6.0 ニヒ 4.3 

緑苦費色野菜 2.0 土 1.4 2.2 ÷ 1.2 

その他野菜 2.0 ごt 1. 1 2. 0 十 1:6 

海望事業護 0.2 十 0.3 O. 1 =と 0.3 

2宇 類 2. 1 士主 1.6 2.3 十 2.3 

果物警護 6. I 土 3.4 4. 0 :t 2.'6 考本

米 20.9 こと 7.8 23.8 + 10.0 本

パン綴 5.8 十 4. 2 5. 9 士 4.-4 

纏物性主封勝 7.5 mト 3.7 も告 + 3.3 本本

動物性主主綜 。‘? 士 1.1 O. 42 ご主 立s

palr~d 1.縛lesI き P<O.05 u P<O.OI 単iI!:覧
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殺事 ベースライン雲寺の社会人口学的要因ならびにライフスタイんのうをお

要警

{後2議後妻女]

牛乳絞殺エネH叩比

[独立波数]

欽溺官事↑貰

喫燦習慣

スポーツ習慣

治療中の喜寿気

主主主藍習苦言

学歴

老研式活動能力指標

平均得点・ (点)

-満点は13点となる o

In 

綴方a(不変) 合

滋少 1 

ない l 

ある 2 

ある 1 

ない 2 

ない

ある 2 

守電

書理 2 

えましも

ある 2 

{丘

高 2 

お3

全体 男役 11:数

59.3 58.0 60. 3 

40. 7 42‘B 39.7 

68.8 46. 0 日7.1 

31. 3 54. 0 12.9 

17‘。 32.0 4. B 

83. 0 68.0 95.2 

75.0 66.0 82.5 

25.0 34. 0 17.5 

64. 3 64.0 65.5 

35. 7 36.0 35.5 

19.6 18.0 21宣告

80.4 82.0 79.0 

21. 1 16.7 24.6 

78.9 83. 3 75.4 

12.4土L2 12. 3土1.3 12. 4土1.1

島主役:%



章 受喜要因の牛乳摂取エネルギ}上むの低下iこまぜするオッズ比

多重 pジスティック湿帰分析の総泉

主主立変数 オッズ比 95%信頼ぽ長男

ベωZうれの牛乳事実費支工事長率制主主 1. 35 1.16-1. 5事

飲布署習慣 ( 崎~ ) 1. 24 。‘ 39-3.93

理馬主要習慣 ( →おも ) O. 7告 0.36叩 4.35

スポーツ習慣 {→総} 弘幸5 0.38ω忠告S

治療中の病気 (咋無) 1. 04 0.39-2.78 

滋場習慣(-.U ) 0.22 1. 35拠 14.22

鐙(→高〉 告.64 0.44駒 5.51 

悦(→女) 。咽 39 O. 80ω7.93 

年量事 1. 01 弘幸1-1.14

モデル x' 31. 675 ・・

.事 p<ι001 ・p<仏 05
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